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１ は じ め に 

千葉県の九十九里平野では，水田や河川などの

水域に天然ガスの湧出が泡によって確認できる。

このガス湧出の地域や範囲は，風岡ほか（

2006b）によって示されている。また，

の海岸では干潮時に砂浜となる地域

ガスの湧出は認められている（吉田ほか，

これらで認められる天然ガスの湧出

千葉県の地下に分布する“水溶性天然ガスを包含

する上総層群”から断層や砂層を通じて地表まで

上昇しているガスである。 
本報告では、2013 年 8 月に千葉県の所有する

水質調査船「きよすみ」の航海中に撮影できた海

底から湧出するガスプルームと考え

を示す。 
このような画像の存在は、外房沖の漁師の間で

はよく知られている。魚の群れとガス

画像との区別の仕方としては、魚の群れの場合は、

海底から連続せず、ガスプルームの場合は海底か

ら上方に連続し伸びる画像となることで判断し

ているという。 
 学術的研究としても，青山・松本（

日本海の佐渡南西沖においてメタンハイドレー

ト（メタンが個体化したもの）から上昇する氷粒

や気泡からできるプルームを魚群探知機

ている。 
 
２ 撮影地 

九十九里平野の中央部を流れる栗山川河口か

ら南東に約 3.7km の地点である。

 
３ 魚群探知機の様子 

図の右脇には深度スケールがある．深度

16m の赤く見える線が海底であり

の多色の線が海水面である。写真中央の海底から

上方に伸びる二等辺三角形のような

の上昇からできるガスプルームと考え

像である。 
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は，水田や河川などの
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水溶性天然ガスを包含
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プルームと考えられる画像

このような画像の存在は、外房沖の漁師の間で

魚の群れとガスプルームの
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の場合は海底か

ら上方に連続し伸びる画像となることで判断し

学術的研究としても，青山・松本（2009）では

日本海の佐渡南西沖においてメタンハイドレー

から上昇する氷粒

魚群探知機で捉え
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の地点である。 
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図：海底から上昇するガス
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